
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

32,787,499

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

図書館の利用者 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

216188⑤ リクエスト受付数

⑥

指標

①

② 視聴覚資料購入点数

図書購入冊数 15500

図書館資料購入事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 図書・博物館

会計 小事大事

01

目項

10 05 07 02 51

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

「流山市立図書館資料収集基準」に基づき、また、市民からのリクエストを参考にして、図書
館が所蔵すべき資料を購入する。

図書館の資料として、図書・雑誌・新聞・追録・紙芝居の紙媒体、ＣＤ・ＤＶＤ・電子書籍等
の資料を購入している。２８年度は、布の絵本を購入した。

利用者に満足いただける図書資料を整備する。

主管課長 小栗　信一郎いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

3-1

事業名

政　策
施　策

03

↗↗↗

281 244

冊 ↗↗↗

貸出点数(月平均） 94904 95025 97575

点

蔵書冊数 479214

平成29年度

0.10

32,787,499

1.60

33,345,125

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

「１人当たりの蔵書資料についての近
隣市との比較」
・野田市　　　３．９１冊
・我孫子市　　３．１９冊
・流山市　　　２．６６冊
・柏市　　　　２．２０冊
・松戸市　　　１．２２冊
　　　　　（平成２８年度統計）
流山市を除く４市平均は、２．６３冊
である。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

14177 14528 冊

483385 487490

件

477

↗↗↗221068 233151

点 ↗↗↗

↗↗↗

9,898,600 10,984,000 10,739,200

1.30 1.60

必要性

平成28年度

32,997,763

33,345,125

42,896,363 43,771,499 44,084,325

平成27年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

32,997,763

③取組の
課題

「流山市子どもの読書活動推進計画」
に基づく事業の継続的推進・児童書の
充実を図るため図書購入費を拡充す
る。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

ブックスタート関連事業として市内の
保育所(園）等にブックセットを継続的
に購入し設置する。平成３０年度から
図書購入に装備料が加算されるため図
書購入費を拡充する。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

ブックスタート関連事業として市内の
保育園(所）に乳幼児向けブックセット
を購入し設置する。児童書の充実を図
る。

ブックスタート関連事業として市内の
34の保育所(園）に絵本66冊を１セット
とし購入し設置した。また、同様に市
内の図書館にも設置し利用に供した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる


